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対 象 2年生 61名 4.5名のグループでの学 専攻科 10名 2-4名のグループで
習 の学習
体験学習実施日時 平成23年7月1日 (金) 1限～4限 平成23年10月11日 (火)2限～4限





体験学習の条件 ･ 準備から実施後の報告会までグループ ･ 目的地は松本市とその周辺に限定
内で役割を決めて行う○ 三亘.｣
･ 交通機関を利用する○ ･ 準備から実施後の報告会までグル
･ 外食を体験する○ -プ内で役割を決めて行う〇･ 自家用車以外の交通機関を利用す旦｣外食を体験する.
グループで 松本城 (松本市)､シネマライツ (松本市内の映画館)､アイ ティ (山形村内のシ 松本市美術館
遮んだ ヨツビングセンター)､白樺湖 (茅野市)､
目的地 ちひろ美術館 (池田町)､かんてんばぱガ-デン (伊那市)
















































日 授 業 内 容 連携した科目
9/20 車椅子利用者の外出支援の留意点についての学習 .外出支援計画の立案
9/26-10/1は介護施設にて実習
10/3 車椅子利用者 (当事者)の方から､外出の際の留意点などのアドバイス 介護自立支援論





























調 査 課 題 結 果 関 連 科 目













































場面 車椅子で利用.介助しやすいと感じた部分 利用.介助しやすい理由 専椅子で利用.介助しにくいと感じた部分 利用.介助しにくい理由
道路 凹凸の少ない､平坦な道路 振動が少ない 屋内と比較して､路面には凹凸が多い 振動が大きい
幅の広い歩道がある 車道と分離されていて安全 砂利道 .ウッドチップが敷いてある タイヤが埋まってしまう




駐車場 障害者用のスペースがある 建物の入り口に近いスペースが広いので乗り降りしやす 一般の駐車スペース スペースが狭いのでドアが十分に開かな 場合がある
JRの駅 エレベーターがある 駅内の移動がしやすい エレベーターがない 駅内の移動がしにくい
駅員による誘導や介助 安全に移動し､乗り降 車椅子で利用するには､あら 手配が煩わしい急な乗車変更がしにくい到着してから乗車までに時間と人手がかかる
がある可動式スロープが駅に りができる安全に電車の乗り降り かじめ電話連絡が必要
移動には駅員の誘導と介助が必要行き先案内板 位置が高い設置されている自動券売機がある ができる構造が配慮されている 見にくい
普通列車 列車の中の行動は利用者や介護者に任されている車椅子を進 方向に直 自由に行動できる 乗車に関する説明や介助がない 乗車中の留意点がわからない好きな場所に移動できる乗り心地が良い 車椅子の固定ができない 安全面で不安がある
車椅子用のスペースがない 他の乗客に気を使う
走行中の車椅子の位置や向き り降りに時間 か る向きによって乗り心地に差
角に位置する がわからない がある
路線バ リフトバス .ノンステップ が配備されている 車椅子のまま安全に乗 リフトバス .ノンステップバ 乗りたいときに車椅子のまス 串できる ス以外のバスがある ま乗車できない場合がある
リフトバス .ノンステップ は車椅子乗 安全に利用することが 運転手が車椅子の乗車に慣れ 乗り降りに時間がかかる手配が煩わしい.急な乗車変更 し く運転手が1人で乗り降りの介助をするため､時間がかかる
車への様々な慮配がされている できる ていない
1週間前の電話連絡により乗車時間に合わせてリフトバス.ノンステップ の配車が可舵 車椅子のまま希望の乗時問に乗車できる 1週間前に電話連絡によりリフトバス.ノンステップバスの配車を依頼する
運転手が乗り降りの介助をする 安心して任せられる ワンマンカーである
松本バスター ミナル 乗車券売り場が地階にあり､場所まではエレベーターがないため､一階へもど外を回って乗車場 移動しなければならない 亨主) 移動距離が長く乗車に時間がかかる
バス停 車道横にバスの停車ス 安全に周囲に気兼ねな 車道横にバスの停車スペース 停車中歩行者などが通行できない 後続車が渋滞する留所 ベースがある く乗車できる がない
タクシー乗車 .降車の場所の選 利用者側の都合が優先 公共交通機関と比較して料金
択が可能福祉車両がありヘルパー資格を持った乗務員 いる される車椅子のまま安全に乗できる乗車前後の移動介助を任せられる が高い
自家用 乗車 .降車の場所の遠 周囲を気にせず利用で 車椅子⇔自動車の移乗を要する学生及び家族が所有してお 状況によっては移乗が困難
辛 択の自由がある きる
学生及びその家族が所 運賃が発生しない 事故などについての心配がある有している り､運転者も学生である




























































































































































































































































































































































































において学ぶ食事 ･排壮 ･移動 ･身だしなみ等の生
活支援技術との関係を明確にしておくと効果的な外
出支援につながると考える｡それぞれの科目間で利
用者設定を同一なものにして授業展開をしていけ
ば､疾病の理解を事前に行うことができ利用者像を
イメージしやすくなる｡他に考えられることとして､
｢介護過程展開論 Ⅰ｣の運動機能障害の事例と同一
にしていけば､なぜ外出支援を行うのかという根拠
が明確になり､外出計画の目的が明確になるという
ことが出てくる｡利用者設定については今後の検討
課題となる｡このように､利用者設定ひとつをとっ
ても科目間連携が重要になる｡ましてや､｢体験学習｣
の振り返りで学んだことを掘り下げ､深めていくた
めには､科目の枠を取り払った連携を考えていかな
ければならないO
さらに､障害者福祉についての理解は ｢障害の理
解Ⅱ｣｢社会保障論Ⅱ｣で学ぶため､これらの科目
との連携も必要になる｡いつの時期にどのような内
容が入ってくるのかを明確にしておくことも必要で
ある｡
専攻科においては､｢介護自立支援論｣との連携
を持つことができ､そこで行われている障害の当事
者による特別講義を事前に組むことができた｡また､
報告発表時においても参加してアドバイスをいただ
くことができた｡専攻科だけでなく､2年生におい
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てもこのような連携を図ることができれば､学生の
理解をより深めることができる｡
限られた時間割の中で科目間連携を図っていくこ
とは至難の業であろうが､このことを機会にして密
接な教員間の連携を図っていきたいと考えている｡
そして､複数の教員が授業にかかわり､共通理解が
できるように時間割を組立てていくことも重要なこ
とになる｡今回の ｢体験学習｣を通して科目間連携
の重要性の共通の理解が得られた｡
3.授業展開の課題
体験学習を担当した教員の振り返りをもとに､来
年度の授業展開の課題を次の3点に絞って考察す
る｡
1)体験学習の日程について
｢移動の生活支援Ⅱ｣の科目については､今年度
は2年生の前期に組み込まれていたが､来年度は､
気候や介護実習の時期を考えて､後期に組み込むよ
うになる｡後期に行うことにより､介護実習で授業
内容が中断されることなく実施できる｡また､科目
間の連携調整がとりやすくなる｡
外出先については､松本市内もしくはその周辺に
限定しても同様な学びができるため､1日がかりで
はなく3コマを使い､昼食後は早めに帰校し､その
日のうちに各自振り返りの時間を設けるようにする
と授業時間を有効に使うことができる｡
2)グループ学習について
今回の体験学習では､rグループの協働学習｣を
大切にしたいと考えていた｡しかし､協働学習の展
開方法を十分に検討しないまま授業に入ってしまっ
たため､2年生においては､｢グループの人数が多
かったため､他人任せになってしまう学生がいた｣
ということがわかった｡このことは､グループによっ
ては､｢体験学習｣当日ばかりでなく､事前学習や
事後学習においても同じ傾向だった｡一方､専攻科
の場合は利用者役1名に対して介護者役1名という
小単位での学習形態をとったので､どの学生も通し
て真剣に学習に参加することができた｡
グル-プ活動について､秋田は ｢グループ活動は､
生徒間での理解をより深めるだけではなく､自分の
考えを作り出す､学習参加意識を高める､人間関係
を築くといった意味を教師たちは見出してきてい
る｡｣ 1)と述べている｡また､｢協働学習をデザイ
ンする時の教師の役割を17項目あげており､それ
らをステップとして表わし､実際にはステップは順
次直線的に進むのではなく､生徒の状況をみて判断
し往還的に進行することとなる｡｣ 2)と述べている｡
教員間で事前にグループ学習の教員の役割の共通理
解をしておくことでさらに学生の学習が深まると考
57
える｡今回は授業の関係で他の教員が複数で入るこ
とが難しい状況であったため､次年度においては時
間割の段階で調整を図り､グループが協働して､グ
ループ活動として有効に機能していくような授業展
開を行い､主体的な学習で学んだことを社会に発信
できるような教育効果につなげたい｡
3)対象とする利用者像の検討
今回､学生にとって､利用者像をイメージするこ
とが難しかった｡また､その利用者の外出の目的が
はっきりしなかった｡そのために､｢体験学習｣の
目的の達成度が低いグループがあった｡そこで､対
象とする利用者像を明確にする必要がある｡学生が
障害をイメージしやすいものであり､外出を計画し
実施するにあたってのス トー リー性をもたせること
が必要である｡外出の目的を明確にするためには介
護過程展開の関連からみていくとよいと考える｡科
目間連携の中での検討課題としても取り上げている
が､考えられる事例としては､来年度の2年生が一
年次に学習した ｢介護過程展開論 Ⅰ｣で展開した事
例を共通の利用者像として学習してみたいと考えて
いる｡
また､事前学習の中においても､移乗･移動･食事･
排滑の生活支援についての学習を復習しながら ｢体
験学習｣の実施につなげていけば利用者像が明確に
なると考える｡
Ⅵ.おわりに
介護福祉学科として､車椅子で交通機関を利用し
た ｢体験学習｣を行うのは､初めての試みであった｡
2年生の場合､総勢61名の学生が動くにはどうす
ればよいのか､果たして､学生が何事もなく帰校す
ることができるのか､学びや気づきを持ち帰ること
ができるのかなど､不安は尽きなかった｡しかし､
学科全体の理解が得られ､｢とにかくやってみよう｣
と､出発することができた｡
介護福祉学科は､教員全員の協力を得られるのが
強みである｡今後も､教員間の連携と共通理解をもっ
て､より学生の学習を深められるようにしていきた
い｡
最後に､｢体験学習｣当日はもとより､その前後
の期間も含めて､関係交通機関や各施設､アドバイ
スをいただいた車椅子利用者の方や介護ショップの
方たちのご理解､ご協力により､事故もなく無事学
習を終了することができました｡また､学校側の理
解と協力にも併せて感謝申し上げます｡
<注>
松本バスターミナルは､平成23年12月28日に
58 障害者の外出支援の体験学習の試み
改修工事を終え､リニューアルオープンした｡地下
にあった乗車券売り場を1階に移し､階段を上り下
りすることなくバス乗り場へ行けるようにした.
一省略一 通路は車いすも通れる幅を確保し､段差
もなくした｡ -省略- 乗り場は､車椅子に配慮
し､段差にはスロープをつけ､横断帯も新設した｡
(タウン情報2011年 12月29日)
このように､身近な地域の中で､｢体験学習｣中
に不便だと感じた部分が改修されたことは喜ばしい
ことである｡
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